
 

 

 

 

 

 

人権週間 12月4日(水)～12月10日(火) 人権週間が始まります。 

1948年12月10日、国連第３回総会において「世界人権宣言」が採択されました。今年は、世界人権宣言が出さ

れて76年目にあたります。この宣言は、２度にわたる世界大戦の根底に、差別や人権の軽視があったという反省から、

差別を撤廃し、人権を確立することこそが、恒久平和の実現につながるという考えに基づき、人権保障をそれぞれの国

だけに任せておくのは不十分だという共通認識に立って制定されたものです。 

 そこで、12月10日を「世界人権デー」とし、日本ではそれまでの一週間（１２月４日～10日）を「人権週間」と

定めています。 

 本校でも、この人権週間を中心とした取組を通して、改めて日頃の自分たち自身を「人権」の視点で見つめ直す機会

とし、日々の生活につなげていきたいと考えています。  

今年度は、子どもの権利条約が、1989年に国連で採択され、日本では1994年に国会で批准し、世界で 158番

目の締結国となり、それから30周年を迎えました。昨年４月からはこども家庭庁が設置され、同時に、日本国憲法お

よび子どもの権利条約の精神に則り、全てのこどもが将来的にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目

指し、こども政策を総合的に推進することを目的としたこども基本法が施行され、子どもの権利条約が社会に一定の浸

透をしてきています。しかしいまだ、いじめ、虐待、貧困等の状況は深刻で、子どもの権利保障は十分ではありません。 

そこで、日本が批准して 30 年になるのにあわせ、「子どもと人権」の保障を柱として、それらに関わる人権問題に

ついて学ぶ機会にしていきたいと考え、各学年人権週間に先立って、講師を招聘し人権学習をスタートしました。 

 

日時・対象 実施内容 

１年生 

１１月２９日 

（金） 

JICA国際協力出前講座 

ワークショップ  「世界がもし１００人の村だったら」 

講師：JICA職員  

・様々 な差別や人権の課題 ・様々 な宗教や文化の疑似体験 ・いじめや差別のない温かい学級、学年、学校 

２年生 

１１月２７日 

（水） 

 

SYD出前講座・課外授業    ※SYDはSUPPORTING YOUR DREAMSの略 

（文部科学省後援 「幸せの種まきキャンペーン」） 「貧困と共に生きる子どもたち」 

講師：SYD青年部部長・理事 

   SYD青年部勤務・講師 

・豊かさとは… ・幸せとは… ・生きるとは… ～彼らの輝く瞳が問いかけてくる～     

３年生 

１１月２８日 

（木） 

デートDV予防教室 

「対等な人間関係を築くために」 

講師：DV防止ながさき 

・暴力とは？デートＤＶとは？ ・自分や相手の心と体を大切にすることとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎市立東長崎中学校 

学校だより 第17号 
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『もちつき大会』 

１２月１日(日) 東長崎中学校運動場にて矢上地区育成協議会主催のもちつき大会が開催されました。このもちつき

大会は矢上小学校の総合学習が、３２年ほど前から地域、育成協議会へと引き継がれそうです。17自治会約７００

名の参加がありました。前日より準備してくださった矢上地区の皆様お疲れさまでした。 


